
2  公 共育成牧場経営改善つため の原4 西管理 と利益図表 の利用

て喜試経営部 )

ギ ) 背 景 とな らい

本県の公共育成牧J力!i手!1、内あわせて、 1634文 場を狭える。これらは収支の不均衡問題

を1まじめ、迎営者里について、張 の々脳1選をかかえている。収支均衡問題は、放1女料金の道

正化と牧場運営管Iこのを理化にある。放牧料金は提家側にとって白家干F成より不利であって

は問題にならない。「伊ち両者の接点を求めいかにして通正な放4文料を設定するかが今目的課

題と考える。このため育成牧場および子牛育成の合理化方向と経済性を究明する必要がある。

ここでは乳牛育威牧場について手がかりをさぐるための初動的知見を得たので参考に供す。

( 2 ) 技 術 の内 容

1)自 家育成の技術と費用の水準把握

哺育育成のタイプは、全乳、人工字Lを長期にわたって給与しているものと、早期雄乳

のものがある。育成牛の販売のウエイトの高い地域は、仕上りの状態をよくするため、

早期離乳は行なっていない。                、

原価は今回の調査では 390円 /1日 1頭 と計算されるが自給部分を差引くと250

円/1日 】頭 となり農家の負担可能な予託料と考える。
'     ,

2)牧 場の育成原価の把握         i

管理主体の性格の異なる夏期放牧のみ行なっていっ牧場につャヽて検討を行なった結果、
表 2(7主 要成果の具体的図表 )に見られるように規模,料 金、案約性等に相連がある。
育成原価も237用 /1日 1頭～ 340円 の「胸がある。実際の対応は圧縮、又は償却費

を計上しない、労務費の一部負担等による均衡が見られる。

3)操 莱度の抑

損融 紛 析を応用L育 成廷バ頭数を｀ スとして運営勢 を把寵すあ 事則こ見る【
牧場で帥 価でま損失が生ず生 改善計劇こよって黙 度をげ れ詢期硼&230彫 /1日 1
頭で625千 頭(廷顕抜)で均歯する。操業度100%の 時は200円 /1日 1頭で均貸する。
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区 分

項 目

6ケ 月令まで 26ケ 月令まで 労働費を差引いた育成費

1頭 当り 1日 1頭 当 り 1頭 当 り 1日 1頭 当 り 1頭 当 り 1日 1頭 当 り

育成成 費 は 372円         585 339 473          330 155 258

区分
項 目

K 牧  場 N 牧  場

総 原 価 1日醐 前 総 原 価 r日 1鰤 総 原価 1日 1

圧 縮 原 価

1亀 372千 日

lQ 686

307門

246

島 752

557岳

0

280

島 848

軌 7 7 6 ]99

成 廷ぺ頭 象 43 520 顔        191856 2亀  704

育 成 予 託 料
12ヶ 月以上 250円

200

14ヶ 月以上 1 9 0

1 6 0

12ケ 月焼
０
そ12ケ 月以下 14ケ 月以下 12ケ 月以

~下



(86千 頭X230P])
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現在安
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育成廷べ頭数 (千頭 )

K牧 場利益蝉装 (S53)

一   !

( 6 2 5卜轄 幾 86報 毅
蘭点頭放   100%の

敗

利益図表及び計算式の便宜上の定義

a 当 該年度の育成延ぺ頭数

b 操 業度 100%の ときの育成廷べ顕数

V 当 該年度の変動費

f 当 該年度の固定安

x 育 成牛 1日当 り予託料

p 収 支均衡に必要な損益分岐点廷頭致

s 操 茉度 100多 のときの事業損失

で|
の如

(bx)

1 7 2 0

改善案の

総費用
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事
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費
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円
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田
定
貸

図 1

これ らは 次の式 で求め られ る。

f           l    ‐
P=一 ニー ・ 一

ェ_ 主   X
ax

① 操 葉度は育成延べ頭数で計tRllした。

② 総 原価は実際費用と償却費を計算し

算入した。

)技 術の改善点の把握

費Jtlのうち肥料、労働、償却貨の合計は費用合計の 30～ 90巧 をしめる。この3項 目につ

いて検討すればほぼ 目的が達成されると考 える。拓肥水準は放牧収立、牧養力を意味し重要

な指漂である。 100円 /1日 1頭の水準で約 4,000時/10a、  480頭 /れ (乳牛育成

牛 )が 達成できる。労働父は牧区の大きさ、設備、 1人 当監税顕致、自然的条件等によって

こ 2 1 0 -
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あ当り育成延べ頭表 (頭 )

図 3 操 業度と労働貸

,黙的 終仲ギ「rr、た,C英 な為 検討のブカ法に

.N

―だo当 り労陶貨 30千 円

一だα当

●

労働費 20千 阿

I
〔S5S〕

600

ra当り育成延頭教 (頭 )

図 2 々α当り育成延頭披と肥料貸

)育 成牧場の改善方向とその水準

放牧地前績、牧草収量、予託顕抜、放収料金、精視人の人放.白 家育成費等主要な要件は

相互に深い関係にあるのでこれらの調和が必要である。その調和点は地域購農振興の進度と

の関係にある。公共性か費用主義かがそれである。

導入段ド皆(資本力の弱い段階 )では公共性を酪農柴団の経営向上にあわせて費用主義への

変更、さらに管理主体の変更へと進むべきと考える。           1‐ す

図 4は操葉度 100%と 放牧料金及び見込予託頭荻とその対応、さらに予託頭数が少ない

時どの水準で行くべきわヽ  ど こまで努力すべきかの判断材料と考える。
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〔K牧場〕

損

益

分

岐

点

育

成

延

成

放

（
万

頭

）

際原価

Pl

P2

P3

X 0

X l

X 2

損業度 100%の ときの育成延べ頭数

見込操業度

K牧 場 (S53)頭 数

実際原価での収支均衡予託料

圧縮原価での収支均衛予託料

K4文場 (S53)政 策原価での均衡予託

料
圧縮原価

政策原

＼
、

、 、

2 0 0           2 3 0           4 0 0

予  託   料  (門 /1日 )

図 4  損 益分岐点廷頭数 と予託料 との関連

( 3 ) 指 導 上の留 意点

① 自 家育成費の調査は特定地域に限ぎられまた費用極大事例のものと思われ、これ以上のも

のはないと思われる。利用にあたっては地域蕗農家の調査を行ない確認していただきたい。

② 育 成放牧場は、放牧病、発育水準等未解の問題をかかえているが選全な発育をうながす技

術の組込みをするよう技術者との検討が必要である。

③ 費 用を高めている原因が自然立地、施設不備等の場合も数多い。これらは1事整備への検討

が必要である。

( 4 ) 関 連課 題 名

酷農経営の安定拡大と公共育成牧場の経営改善 (昭 53～ 54)

( 5 ) 参 考資 料

岩手県畜産試験場成績械要書 (昭 53)

一 独 2-



表 1 乳牛の自家育成費

区  分

全

脱

配 合

ふ  す

大 麦

麦  ぬ

牧

乾

サ イ レ

稲  ワ

カ ル シ ュー

哲あ質

表 2 事plj牧場の経営概況

2 6 ケ月 令 ま で

価  格 同左筈J合 給 与 畳

6 ヶ 月 令 ま で

乳

粉

料

ま

割

か

草

革

ジ

ラ

ム

飼

れ

頭

人

「

顕

印

七

頭

抑

く

く

く

く

く

く

く

く

く

れほ
ぼ
艦
海
悔
‐職員眸
和５３

結与量

346 ″

194

660

260

310

150

転 0 0 0

7 5 0

円
34,600

1, 400

4 6 2 0 0

11, 060

14400

島 250

2ヽ 000

3Q 000

18000

14000

400

840

16000

7亀 800

11, 875

1 4 7 4 8

K 牧  場

IQダ

2& 0

2& 6

346ヤ

164

20

10

50

16o

同左割合

328

1 7 3

6

0

L 800

700

4

7

800

13,

Q 4

4 7

2& 2

3 5

4 3

費

費

賞

他

料

働

設

の

敷

労

施

そ

翁
甥

い
い

計

場牧例事

I 牧 場

経

営

規

模

条

約

性

帽

1 ) 円

2 )

1 7 &  2

4 3  5 2 0

3

1  2 2 1

2 4 3

4Q 3

59 7

106

名 515

12ケ 月以上

2 5 0

1 2ヶ 月以下

2 0 0

8 0

2 8  7 0 4

2

6  8 4 8

3 5 8

8こ

4α

9 2

△  1 2 2

1 2ケ 月以上

r  .   1 8 0

12ヶ 月以下

1 2 0
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価  格

門
3■ 600

lQ 400

1 400

400

250

6400

6 0

5  0 0 0

34800

名 375

■ 687

‖3豊 473

6 0

1 9  8 5 6

2

4 361

331

72 7

30 o

67

△ 819  1

4ケ 月 以上

1 9 0

4ケ 月以下
' 1 6 0

育成 預託料



表 0 育成原1前の構成

表 4 管理部門別主要費用の効率

(単 位 :千門 )

牧  場

2 6  9 1 2

2 &  0 3 7

1, 875

69

72 3

72 3

ゴ 事

車地管理 れ当り

育成件1日当り肥料費

K 牧  場

日項1面原
場牧例事

戸声夢下N牧 場1扇
変助費 貸

賀

費

費

貸

費

費

他

計

料

料

料

理

材

務

生

の

肥

飼

燃

修

資

労

衛

そ

小

２

　

　

１

名 744  (20 5)

(  4 4 )

( 1 . 0 )

名 60 7  ( 1 & 5 )

438  く a 3)

7 1 0  (  & 3 )

1  2 2 2   ( 5 4  0 )

1 , 5 8 8   ( 2 & 5 )

3 2    (  1 .  2 )

3 6    (  t 1  5 )

3  ( Q l )

1,911  (2&3)

34   ( l1 5)

305   ( 45)

3 964   (5& 7)

名 00 3    ( 2 a  2 )

2 1 5   ( & 1 )

1 6 6    (  2 4 )

1 , ( は 1 )

2 074   (3は  2)

159  夕( 2. 1)

26   ( Q 3)

4,647   (6宅  8)

固定費 減 l l m 償却 貸

共  通  貨 !

そ  の   他

計/Jヽ

5  3 7 2   ( 4 1 1  2 )

7 7 8   (  &  8 )

Q  1 5 0  ( 4 6  0 )

名 3,2  (3&4)

42  ( o 6)

355   ( & 3)

名 789   (4■  3)

名 1 4 4   ( 3 1 . 3 )

39  f( Q 5)

18   く Q 2)

名 2 0 1   ( 3 2 1 )

価原総 1■ 372  (1 0QO) Q 753 (10t1 0) Q 848  (10Q 0

肥 料 貸

1 1  7 5 3 円

1 島 3 1 2

名 4 4 1

6 3

5豊 9

5 豊 9

2 7  0 3 8

2 6  4 6 8

5 7 0

9 5

家首管理
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表 5 育成牛 1日 当り育成原llWi

K 牧 場

事 例 牧 場

I 牧 場

実際原価

圧縮原価

採業度 100

%の ときの

育成原価

収支均衡に
|  .、 1｀

必要な変動

貸 ( 5 3 年

に対する割

合 )

変

|』

総

動

定

原

費

貨

Fu5

費

費

1前

動
　
定
　
原

変
　
閣
　
総

1 6 6

1 4 1

3 0 7

1 6 6

7 0

2 3 6

161 円

76

237

1 6 1

3 8

1 9 9

表 6 操業度 100%の ときの育成原価

収支均衡に必要な変動費の圧縮

最大育成可能延べ頭数    (頭 )

昭和 53年 度育成延べ頭数  (頭 )

昭和 53年 度繰業度     (巧 )

( S 5 3 )

事

変 動 貸 ( 円)

に1 定 貸 ( 1 母)

総 原 t 西( 出)

変 動 費 ( 門)

固 定 貨 〔円)

総 原 価 ( t L 3 )

実際 原 価 ( 毎)

圧 縮 原 1 面( % )

実 際 原 1 西( " )

圧 縮 原 価 ( 努 )

‖8 400

28 704

7■ 7

157

57

214

157

28

185

783

9 6 8

645

88 2

2 0 0  門

1 4 0

3 4 0

2 0 0

7 0

2 7 0

8は 016

4島 520

511 6

125

75

200

125

44

169

1192

1440

50 0

927

32,400

19 85o

61. 3

177

90

267

177

53

230 千

4a 7

7d 6

1 豊0

7Q 6

昭和 53年 度の

操業度
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現在覆灯
⌒
,レ/

2 5 0円 /1日 1頭 |

抑
　
　
事
業
収
入
事
業
費
用

（
万
円
）

8 6 5

改革案(1)
結F宝用
f 4 5

改善策
総費用
( 2 )

図 5

1 5   ( 1 9 )   ( 2 4 )

利益図表 (N牧 場 )

政策原押H″ 圧ヽ縮原価

｀
ヽ

く

〔 N 牧 場 〕

231

278

聞定貨
( 1 )

圧縮固定貨
〔2)

______上 _～ ____

8 0 0

I X0

損
益
分
岐
点
育
成
延
頭
荻

（
万
頭
）

5 0

4 0

3 0

2 0

1 0 十ヽ
,

図 6

20 0           4 0 0          6 0 0

予 託 料 (円 /1日 )

損益分岐点育成延頭数と予託料の関連
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